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号
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【
諏
訪
神
社
】 

大
字
中
野

中
野
地
区
の
信
仰
を
一
身
に

集
め
て
い
る
。
創
建
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
明
治
41
年

に
中
野
村
に
あ
っ
た
３
つ
の

神
社
を
合
併
し
、
現
在
の
諏

訪
神
社
と
な
っ
た
と
伝
わ
る
。

第１回議会臨時会・第２回議会定例会
   4〜　6
予算審査特別委員会   7〜　9
全員協議会・議会の動き   11
ぼいす・編集後記   12



517万円
収入家計

預貯金の取り崩し
（繰越金、繰入金）
89万円　17.1％ 親からの援助

（地方交付税、国県補助金など）
225万円　43.6％

給与（村税）
52万円　10.1％

副収入
（寄附金、使用料、手数料など）

27万円　5.2％

金融機関からの
借入れ（村債）

124万円　24.0％

村税　
３億６，５２６万円
１０．１％

村税　
３億６，５２６万円
１０．１％

地方交付税
１０億８，０００万円
２９．８％

その他　995万円　0.3％

国庫支出金
1億9,284万円
5.3％

県支出金
1億8,246万円
5.0％

村債
8億6,950万円　24％

2億7,777万円　7.7％

36億22万円
歳入

一般会計

繰入金
5億6,540万円
15.6％

寄附金　7,909万円　2.2％

517万円
支出家計

貯金（積立金）
11万円　2.2％

ローン返済（公債費）
42万円　8.2％

子どもへの仕送り
（繰出金）
45万円　8.7％

医療費など
（扶助費）
37万円　7.2％

リフォーム費
（投資的経費）
158万円
30.5％ 生活費など

（物件費、補助費など）
152万円　29.3％

食費（人件費）
72万円　13.9％

36億22万円
歳出

一般会計 人件費
5億452万円
13.9％

人件費
5億452万円
13.9％

扶助費
2億6,120円万
7.2％

扶助費
2億6,120円万
7.2％

物件費
6億5,934万円
18.2％

物件費
6億5,934万円
18.2％

公債費　2億9,783万円
8.2％

公債費　2億9,783万円
8.2％

補助費等
3億7,374万円
10.3％

補助費等
3億7,374万円
10.3％

投資的経費
11億466万円
30.5％

投資的経費
11億466万円
30.5％

繰出金
3億1,418万円
8.8％

繰出金
3億1,418万円
8.8％

その他　1億680万円　2.9％その他　1億680万円　2.9％

当初予算を可決令和4年度

3月3日（木）から11日（金）までの９日間

３月定例会令和4年度　第2回議会

　令和 4 年度一般会計予算の総額は、36億 2,228万円で、前年度対比
0.6％の増額、特別会計５件の総額は、13億 4,760万6千円で前年度比
13.9％の増額となっています。

わかりやすくするため１／ 700（700 万円を１万円）の年間 517 万円の家計簿に
してみました。

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　較

一 般 会 計 3,622,280 3,600,976 21,304 0.6%

国民健康保険事業特別会計 428,095 378,674 49,421 13.1%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 494,501 474,743 19,758 4.2%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 95,509 90,725 4,784 5.3%

水 道 事 業 特 別 会 計 69,165 42,992 26,173 60.9%

下 水 道 事 業 特 別 会 計 260,336 196,320 64,016 32.6%

令和 4 年度 会計別当初予算額　全て原案可決（全員賛成）
単位：千円

※
２　

内  

訳

積立金 7,676 万円
維持補修費 2,289 万円
貸付金 15 万円
予備費 700 万円

一
般
会
計
予
算
を
、５
１
７
万
円
の

家
計
に
た
と
え
て
み
た
ら
…
…

※２

3 2

※１

※
１　

内  

訳

地方譲与税
 4,344 万円
地方消費税交付金
 7,000 万円
使用料及び手数料
 6,262 万円
繰越金 5,500 万円
諸収入 4,671 万円



　

令
和
４
年
２
月
議
会
臨
時
会
で
、
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
工
事
請

負
契
約
の
締
結
ほ
か
１
件
、
専
決
処
分
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
令
和
３
年
度
川
場
村
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事�

　
　

関
東
・
萬
屋
・
角
屋
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
23
億
８
千
７
百
万

円
で
契
約�

（
全
員
賛
成
）

■
不
動
産
の
取
得

・
不
動
産
（
土
地
）
の
取
得�

　
　

谷
地
字
原
３
０
５
７
番
地
１
ほ
か
18
筆
。
地
目
（
畑
・
原
野
）
１
万
１
千

70
㎡
を
川
場
村
土
地
開
発
公
社
よ
り
取
得�

（
全
員
賛
成
）

■
専
決
処
分

・
令
和
３
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）�

　
　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
公
布
を
受
け
、
村
内
子
育
て
世

帯
へ
臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
第
６
号

の
専
決
処
分
を
承
認�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）�

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
公
布
を
受
け
、

村
内
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
、
一

般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
の
専
決
処
分
を
承
認�

（
全
員
賛
成
）

　

令
和
４
年
３
月
議
会
定
例
会
で
、
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
当
初
予

算
６
件
の
ほ
か
、
人
事
２
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
改
正
９
件
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
６
件
、
そ
の
他
８
件
、
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
の
定
数
及
び

報
酬
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
１
件
、
そ
の
他
３
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

■
人
事

・
川
場
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
原
澤
順
一
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
（
天
神
）

　
　

任
期
は
、
令
和
４
年
5
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
4
月
30
日
ま
で

�

（
全
員
同
意
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
小
林
正
弘
氏
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
（
立
岩
）

　
　

任
期
は
、
令
和
４
年
7
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
6
月
30
日
ま
で

�

（
全
員
同
意
）

■
条
例

・
行
政
手
続
に
関
す
る
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例�

　
　

国
や
県
に
お
い
て
、
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
廃
止
に
向
け
た
取
組

が
進
め
ら
れ
る
中
、
本
村
に
お
い
て
も
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
た

め
、
関
係
条
例
に
於
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の�

（
全
員
賛
成
）

第
１
回
議
会
　

２
月
臨
時
会
　
２
月
７
日（
月
）

第
２
回
議
会
　

３
月
定
例
会
　
３
月
3
日（
木
）～
３
月
11
日（
金
）

今回の
注目

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

断
固
抗
議
す
る
決
議
（
決
議
文
10 
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

・
川
場
村
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

職
員
の
赴
任
に
伴
う
旅
費
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
し
ょ
う
じ
た
た
め
、

旅
費
の
種
類
に
移
転
料
を
追
加
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

令
和
４
年
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
準
じ
て
、
川
場
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
第
1
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

令
和
４
年
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
準
じ
て
、
川
場
村
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

　
　

令
和
４
年
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
準
じ
て
、
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

　
　

令
和
４
年
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
準
じ
て
、
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

　
　

群
馬
県
小
口
資
金
融
資
促
進
制
度
要
項
の
改
正
に
伴
い
、
川
場
村
小
口

資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

　
　

時
間
単
位
の
予
約
要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
使
用
料
を
改
正
す
る
も
の

�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

　
　

料
金
区
分
を
明
確
化
し
、
近
年
の
入
館
実
績
よ
り
団
体
人
数
の
基
準
を

改
正
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
補
正
予
算

・
令
和
３
年
度
川
場
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
８
７
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
47
億
８

６
０
９
万
８
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
９
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
２
９

０
２
万
２
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
９
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
億
９
６

１
５
万
９
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９
２
７
７

万
７
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）
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・
令
和
３
年
度
川
場
村
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
６
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
７
５
８

万
４
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
令
和
３
年
度
川
場
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
億
14
万

６
千
円
と
し
た
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
そ
の
他

・
村
道
路
線
の
認
定

　
　

村
道
谷
地
生
品
線
道
路
改
良
工
事
完
了
に
伴
い
、
村
道
路
線
を
認
定
す

る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
村
道
路
線
の
廃
止

　
　

村
道
谷
地
生
品
線
道
路
改
良
工
事
完
了
に
伴
い
、
村
道
路
線
を
廃
止
す

る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
田
園
プ
ラ
ザ
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
と
す
る
も
の

　
　
　

指
定
期
間
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

�

（
全
員
賛
成
）

・
川
場
村
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
と
す
る
も
の　
　
　
　
　

　
　

指
定
期
間
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で

�

（
全
員
賛
成
）

・
て
ん
ぐ
山
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
と
す
る
も
の　

　
　

指
定
期
間
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

�

（
全
員
賛
成
）

・
友
好
の
森
「
森
の
学
校
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
と
す
る
も
の　

　
　

指
定
期
間
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

�

（
全
員
賛
成
）

・
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
規
約
の
変
更

　
　

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
1
団
体
加
入
、
名
称
変
更
す
る
団
体
が
１
団

体
あ
る
た
め
、
数
の
増
加
及
び
規
約
を
変
更
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　
　

名
称
変
更
す
る
団
体
が
１
団
体
あ
る
た
め
、
数
の
増
加
及
び
規
約
を
変

更
す
る
も
の�

（
全
員
賛
成
）

■
議
員
発
議

・
川
場
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　

議
員
か
ら
議
案
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
各
議
員
の
署
名
に
よ
り
議
長

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
記
名
で
の
提
出
で
も
問
題
が
な
い

た
め
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
同
意
）

・
川
場
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

委
員
会
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
の
署
名
又
は
記
名
押
印
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
署
名
の
み
に
改
正
す
る
も
の�

（
全
員
同
意
）

・
議
員
の
定
数
及
び
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　

議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、

適
正
な
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
も
の�

（
全
員
同
意
）

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

　
　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
こ
と
を
決
議
し
た

も
の�

（
全
員
同
意
）

予
算
審
査

特
別
委
員
会

新
年
度
財
政
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

３
月
７
日（
月
）、特
別
委
員
会
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、黒

田
ま
り
子
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算
と
５
本
の
特
別
会
計
の
予
算
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。長

時
間
に
わ
た
っ
て
多
数
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
質
疑
は
全
体
か
ら

抜
粋
し
た
一
部
で
す
。
紙
幅
や
読
み
や
す
さ
な

ど
を
考
慮
し
、
言
い
回
し
の
調
整
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

川
場
村
一
般
会
計

歳
入

【
細
谷
市
衛
委
員
】　

村
有
住
宅
の
使
用
料
24
万

の
内
訳
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

中
学
校
の
裏
側
に
、

昔
公
仕
さ
ん
が
使
用
し
て
い
た
建
物
が
あ
り
、
現

在
村
有
住
宅
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
家
賃

と
し
て
月
額
２
万
円
、
年
額
24
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

ホ
テ
ル
田
園
プ
ラ
ザ
は
施

設
使
用
料
を
免
除
し
て
い
る
の
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

赤
字
経
営
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
ホ
テ
ル
を
、
存
続
す
べ
き
観
光
施

設
と
位
置
づ
け
、
田
園
プ
ラ
ザ
に
管
理
運
営
を
依

頼
す
る
に
あ
た
り
、
免
除
を
条
件
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
黒
字
は
出
て
お
り

ま
せ
ん
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

現
在
、
田
園
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
ビ
ー
ル
工
場
を
建
設
し
て
い
る
が
、
土
地
の
契

約
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

ビ
ー
ル
工
場
の
土

地
所
有
者
は
川
場
村
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

田
園
プ
ラ
ザ
と
川
場
村
に
お
い
て
、
賃
貸
借
契
約

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

文
化
会
館
使
用
料
３
万
５

千
円
で
す
が
、
少
額
に
み
え
ま
す
が
内
訳
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

近
年
の
実
績
ベ
ー

ス
で
計
上
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
村
内
各
種
団

体
が
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
減
免
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
高
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

関
連
で
す
が
、
近
隣
各
市
町

村
を
含
む
行
政
施
設
に
お
い
て
、
使
用
料
を
徴
収

す
る
流
れ
を
見
受
け
る
が
、
冷
暖
房
費
な
ど
無
料

で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

現
在
、
減
免
で
利
用

で
き
る
施
設
を
、
有
料
化
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

【
角
田
宣
治
委
員
】　

コ
ロ
ナ
禍
で
入
館
者
が
減

少
し
て
い
る
と
思
う
が
、
資
料
館
の
入
館
料
の
内

訳
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

個
人
の
大
人
、
高
校

生
以
上
が
１
０
０
０
人
、
団
体
の
大
人
が
１
０
０

人
、
そ
れ
か
ら
個
人
の
中
学
生
以
下
１
０
０
人
、

団
体
の
中
学
生
以
下
が
50
人
で
計
１
２
５
０
人

と
い
う
こ
と
で
見
積
も
っ
て
お
り
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

森
林
譲
与
税
が
前
年
比

で
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

人
工
林
率
、
林
業
関

係
へ
の
就
業
人
数
、
自
治
体
の
人
口
な
ど
か
ら
算

出
さ
れ
る
も
の
で
、
森
林
率
も
若
干
増
加
し
て
い

る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

児
童
手
当
交
付
金
３
５
０

０
万
９
千
円
の
人
数
は
。

【
健
康
福
祉
課
長
】　

３
歳
未
満
が
、
延
べ
３
５
３

人
、
３
歳
以
上
中
学
校
修
了
前
が
、
延
べ
２
２
７

４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

は
ば
た
け
「
ぐ
ん
ま
の
担

い
手
」
支
援
事
業
補
助
金
２
０
０
万
円
、
コ
ン
バ

イ
ン
の
購
入
費
補
助
と
伺
っ
た
が
、
県
単
の
補
助

事
業
で
補
助
率
は
１
／
３
か
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

群
馬
県
の
補
助
事
業
で
、
補

助
率
１
／
３
で
す
。

歳
出

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
補
助

金
の
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】　

村
民
が
所
有
す
る
建
物
に
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
が
で
き
た
場
合
、
駆
除
費
を
上
限
１

万
円
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

顧
問
弁
護
士
の
委
託
料
が

昨
年
よ
り
も
20
万
円
増
加
し
て
い
る
が
。

【
総
務
課
長
】　

以
前
よ
り
相
談
が
あ
り
、
近
年
相

談
件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
額
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

【
新
木
敏
郎
委
員
】　

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
使
用

料
の
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】　

ｗ
ｅ
ｂ
上
で
危
険
箇
所
な
ど
を

マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
よ
り
、
危
険
回
避

や
災
害
時
な
ど
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
黒
田
委
員
長
】　

現
在
、
各
課
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
管
理
を
実
施
し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
、
行

政
Ｄ
Ｘ
推
進
に
当
た
り
全
体
計
画
等
必
要
な
の

で
は
。

【
総
務
課
長
】　

今
後
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
総
合
的
に
運
用
す
る
計
画
も
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
検
討
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
細
谷
市
衛
委
員
】　

防
犯
灯
設
置
工
事
請
負
費

10
万
円
の
件
数
は
。

【
総
務
課
長
】　

場
所
的
に
は
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
対

応
す
る
た
め
に
１
件
分
予
算
化
し
て
あ
り
ま
す
。

【
細
谷
市
衛
委
員
】　

ふ
る
さ
と
納
税
１
日
村
長

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
納
税
者
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

今
現
在
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
寄
附
し
て
い
た
だ
く
方
が
出

た
時
の
対
応
の
た
め
に
計
上
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

ふ
る
さ
と
納
税
関
係
の
歳

出
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
村
税
が
横
ば
い
状
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態
で
あ
る
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を
積
極
的

に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
常
に
増
額
を
図
る
た
め
、
様
々

な
創
意
工
夫
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
工
業
製

品
的
な
も
の
が
存
在
し
な
い
本
村
に
お
き
ま
し

て
、
地
場
産
品
の
活
用
な
ど
返
礼
品
の
活
用
も
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
小
菅
秋
雄
委
員
】　

高
齢
者
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
支
援
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
、
そ
れ

に
代
わ
る
身
分
証
明
書
の
手
数
料
が
１
１
０
０

円
か
か
る
の
で
、
そ
の
費
用
の
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

40
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
補
助
金
１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
い
る

の
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

村
内
の
若
手
の

方
々
と
世
田
谷
区
民
で
構
成
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
世
田
谷
区
民
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
区
役
所
に
お
い
て
公
募
し
て
お
り
ま
す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

40
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
の
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

具
体
的
に
は
詰
め

て
い
る
段
階
で
す
が
、
１
日
～
２
日
間
ぐ
ら
い

で
、
世
田
谷
区
と
共
同
で
実
施
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
細
谷
市
衛
委
員
】　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

用
機
械
購
入
費
11
万
円
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
用

車
両
購
入
費
55
万
円
の
内
容
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
夫
婦
で
活
動
し
て
い
る
方
が
お
り
、
そ

の
方
が
間
伐
を
実
施
す
る
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
購
入
費
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関

係
の
予
算
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
川
場
村
の
普

及
率
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
普
及
に
対
す
る
推

進
体
制
は
ど
う
か
。

【
住
民
課
長
】　

現
在
の
川
場
村
の
普
及
率
で
す

が
、
１
月
末
の
集
計
で
約
36
・
４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
の
推
進
体
制
と
し
て
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
、
健
康
保
険
証
と
し
て
活
用
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
川
場
村
で
も
広
報
に
よ
る
周
知
、

商
品
券
の
贈
呈
な
ど
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
黒
田
委
員
長
】　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

の
改
定
業
務
委
託
の
内
容
は
。

【
住
民
課
長
】　

廃
棄
物
処
理
法
に
お
い
て
各
市

町
村
が
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
10
年
計
画
で
策
定
し
ま
す
が
、

５
年
に
１
度
、
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
業
務
委
託
に
か
か
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

役
場
庁
舎
建
設
工
事
の

関
係
で
す
が
、
建
設
に
は
地
元
産
木
材
を
使
用
す

る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
そ
の
木
材
が
設
計
の
中
で

ど
の
様
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

建
設
用
木
材
に
つ

き
ま
し
て
は
、
既
に
伐
採
済
み
で
森
林
組
合
等
で

保
管
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
の
加
工
費
、
運

搬
費
な
ど
は
設
計
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

農
業
委
員
会
費
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
購
入
費
で
12
万
円
ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
何
に
使
う
備
品
か
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

こ
ち
ら
は
国
の
全
額
補
助

を
活
用
し
た
事
業
で
３
台
購
入
予
定
で
す
、
主
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
耕
作
放
棄
地
調
査
等
に
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
新
木
敏
郎
委
員
】　

郷
土
料
理
普
及
推
進
事
業

費
補
助
金
の
内
容
は
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

近
年
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自

粛
し
て
い
ま
す
が
、
川
場
村
農
村
女
性
会
議
に
お

き
ま
し
て
、
年
に
２
回
ほ
ど
料
理
教
室
な
ど
を
実

施
し
、
郷
土
料
理
の
普
及
、
開
発
に
つ
い
て
活
動

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

【
新
木
敏
郎
委
員
】　

農
地
利
用
集
積
促
進
事
業

補
助
金
、
県
農
地
集
積
化
対
策
事
業
費
補
助
金

等
、
農
地
集
積
事
業
の
状
況
は
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

農
地
集
積
は
全
国
的
な

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
が
、
川
場
村
に
お
き
ま
し
て

は
高
齢
な
農
業
者
の
方
で
も
現
役
で
耕
作
し
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
農
地
に
空
き
が
あ
ま
り
出
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
空
き
農
地
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
担
い
手
へ
集
積
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

完
熟
堆
肥
購
入
補
助
15
万

円
の
積
算
根
拠
は
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

１
ト
ン
当
た
り
５
０
０
円

を
購
入
し
た
方
に
補
助
を
と
い
う
こ
と
で
、
３
０

０
ト
ン
を
今
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

令
和
４
年
度
に
お
け
る

鳥
獣
害
対
策
予
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

各
地
区
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
対
策
を
検
討
し
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
川
場
村
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
に
よ
り
実

施
予
定
で
す
。
令
和
４
年
度
は
門
前
、
富
士
山
、

太
郎
地
区
を
実
施
予
定
で
す
。

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

川
場
村
竹
林
整
備
事
業
委

託
料
の
実
施
箇
所
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

令
和
４
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
門
前
1
か
所
、
谷
地
１
か
所
、
川

場
湯
原
１
か
所
、
生
品
で
２
か
所
、
そ
れ
か
ら
天

神
で
１
か
所
の
６
か
所
を
見
て
い
ま
す
。
面
積
は

約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

【
黒
田
委
員
長
】　

関
連
で
す
が
、
緑
の
県
民
税
を

活
用
し
伐
採
し
た
箇
所
が
、
す
ぐ
に
元
に
戻
っ
て

い
る
箇
所
を
見
受
け
ま
す
。
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

制
度
上
、
２
年
目
以

降
は
所
有
者
の
方
に
対
応
し
て
頂
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
適
正
に
管
理
し
て
頂
け
れ
ば
少
額

で
す
が
、
補
助
金
が
適
用
と
な
り
ま
す
。
２
年
目

以
降
の
適
正
な
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

交
付
金
の
中
の
川
場
村
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
促
進
事
業
補
助
金
の

２
１
９
万
円
の
積
算
根
拠
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

現
在
村
内
に
お
い

て
２
か
所
の
施
設
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
燃
料
は
木
質
の
チ
ッ
プ
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及

促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
１
４
６
９
立
米
×
１
５

０
０
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

【
角
田
文
雄
委
員
】　

境
界
明
確
化
業
務
の
内
容

は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

森
林
整
備
を
実
施

す
る
に
当
た
り
、
所
有
者
の
意
向
、
所
有
地
の
境

界
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
測
量
、
境
界
杭
の
設
置
等
の
業
務
を
委
託
す

る
も
の
で
す
。
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
充
当
し
ま
す
。

【
小
菅
秋
雄
委
員
】　

野
営
場
の
電
話
料
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
桐
の
木
平
の
こ
と
を
い
う
の
か
。
ま

た
、
こ
こ
に
固
定
電
話
が
必
要
な
の
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

こ
れ
は
山
開
き
を

実
施
し
て
い
る
野
営
場
で
す
。
携
帯
電
話
の
電
波

が
届
か
な
い
エ
リ
ア
で
あ
る
た
め
、
緊
急
用
の
意

味
も
あ
り
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
広
告
費
が
１
５
０
万
円
、
広
告
内
容
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

観
光
Ｐ
Ｒ
の
広
告

を
掲
載
費
と
し
て
、
雑
誌
に
２
回
ほ
ど
、
そ
れ
か

ら
ウ
ェ
ブ
の
広
告
で
２
回
ほ
ど
掲
載
す
る
予
定

で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

桐
の
木
平
キ
ャ
ン
プ
場

に
お
け
る
国
有
林
野
使
用
料
等
、
指
定
管
理
者
に

負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

現
在
の
前
の
指
定

管
理
者
が
運
営
時
に
、
採
算
ベ
ー
ス
を
考
慮
し
、

施
設
存
続
の
是
非
を
問
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

村
と
す
れ
ば
貴
重
な
観
光
施
設
と
し
て
存
続
さ

せ
る
と
判
断
し
、
当
面
無
料
で
現
在
の
運
営
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
側
の
必

要
経
費
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

観
光
施
設
修
繕
工
事
の

内
訳
は
。

【
む
ら
づ
く
り
振
興
課
長
】　

具
体
的
に
施
設
名

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
観
光
施
設
も
多
々

老
朽
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
修
繕
が
発
生
し
た
場

合
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
計
上
し
て
い

ま
す
。

【
津
久
井
俊
雄
委
員
】　

土
木
費
の
橋
梁
補
修
工

事
、
今
年
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

橋
梁
点
検
を
実
施
し
た
結

果
、
簡
易
的
な
補
修
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

埋
蔵
文
化
財
調
査
費
の
石

仏
等
案
内
板
設
置
工
事
の
内
容
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

こ
れ
は
休
み
石
、
お

化
け
石
、
現
在
は
石
だ
け
置
い
て
あ
る
の
で
す

が
、
文
化
財
と
し
て
重
要
な
石
な
の
で
、
由
来
を

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
看
板
設
置
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

【
細
谷
市
衛
委
員
】　

今
後
は
成
人
の
年
齢
が
18

歳
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
成
人
式
を
挙

行
す
る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　
「
二
十
歳
を
祝
う

会
」
を
「
成
人
式
」
の
代
わ
り
に
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
18
、
19
歳
に
つ
い
て
は
、
20
歳

に
な
っ
た
と
き
に
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
年
齢
は
変
更
す
る
こ

と
な
く
「
成
人
式
」
の
名
称
を
「
二
十
歳
を
祝
う

会
」
に
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
・
セ
ミ
ナ
ー
補
助
金
の
関
連
で
質
問
で
す
が
、

現
在
、
今
ま
で
実
施
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ア
メ
リ
カ
サ
イ
ド
と
何
か
コ
ン
タ
ク
ト
は

取
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り

は
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
形
で
は
打
合
せ
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
外
国
へ
の
渡
航
は
困

難
と
判
断
し
、
当
初
か
ら
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
と
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
い
と
、
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
総
務
課
長
】　

星
野
孝
之
委
員
よ
り
資
料
提
供

要
請
の
あ
り
ま
し
た
、
各
基
金
の
残
高
推
移
及
び

公
債
費
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
基
金

残
高
は
、
平
成
24
年
度
が
15
億
７
４
８
９
万
１
９

５
８
円
で
、
令
和
３
年
度
は
８
億
２
９
１
８
万
６

０
８
９
円
で
す
。
大
規
模
事
業
を
実
施
し
た
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
基
金
に
は
使
途
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
目
的
に
基
づ
い
て
基
金
を
取
り
崩
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
平
成
23
年
か
ら
令
和
３
年
の
公
債
費
は

平
成
23
年
度
が
１
億
４
２
５
３
万
４
２
１
５
円

で
令
和
３
年
度
は
２
億
５
６
２
７
万
円
に
な
っ

て
お
り
、
23
年
度
に
比
べ
る
と
１
億
円
ほ
ど
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

黒
田
ま
り
子
委
員
よ
り
資
料
提
供
要
請
の
あ

り
ま
し
た
新
拠
点
整
備
事
業
全
体
の
返
済
計
画

は
、
役
場
庁
舎
に
関
す
る
返
済
が
令
和
５
年
度
か

ら
は
５
億
円
近
く
を
毎
年
返
済
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
拠
点
整
備
事
業
の
起
債
の

返
済
額
は
、
元
金
28
億
１
８
１
０
万
円
、
利
子
３

億
２
２
９
２
万
円
、
計
３
１
億
４
１
０
２
万
円
と

な
り
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
先
ほ
ど
総
務
課
長
、
令
和
５
年
に
は
公
債

費
、
要
す
る
に
借
金
を
返
済
す
る
固
定
費
が
５
億

円
に
上
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
何
年
ぐ
ら

い
続
く
か
。

【
総
務
課
長
】　

令
和
15
年
ま
で
は
続
く
と
う
か

が
え
ま
す
。

【
星
野
孝
之
委
員
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
村
税
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
23
年
か
ら

大
体
横
ば
い
で
３
億
６
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
で

ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
村
税
を
上

回
る
借
金
が
今
後
続
く
と
、
そ
れ
で
村
政
運
営
を

し
て
い
く
と
い
う
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
な
り
に
執
行
部
も
議
会
も
覚
悟
を
し

て
今
後
進
め
て
い
か
な
い
と
、
感
じ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度　

川
場
村

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

【
飯
塚
貞
次
委
員
】　

要
介
護
認
定
者
と
い
う
の

は
川
場
村
に
ど
の
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

【
健
康
福
祉
課
長
】　

被
保
険
者
数
は
２
月
末
現

在
で
１
１
２
９
名
い
ま
す
。
認
定
者
数
が
２
１
１

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度　

川
場
村

下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
星
野
孝
之
委
員
】　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

と
公
債
費
が
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
お
り
多
額
だ

が
、
今
後
の
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
田
園
整
備
課
長
】　

基
本
的
に
そ
の
収
入
と
し

て
得
る
も
の
が
料
金
収
入
し
か
な
い
と
い
う
中

で
、
こ
の
た
び
下
水
道
料
金
も
改
定
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
財
政
難
は
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
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　本村において、議会に求められている役割と責任を十分果たしていくために、令和 4年 3 月開
催の議会定例会において、特別委員会を設置しました。
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川
場
村
議
会
と
し
て
抗
議
の
意
を
表
明

す
る
た
め
、
決
議
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
を
著
し
く
損
う
、
断
じ
て
、　

容
認
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
暴
挙
で
あ
り　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
拠
点
を

持
つ
日
本
企
業
を
は
じ
め
現
地
在
留
邦
人
は
、
緊
迫
し
た

状
況
の
中
、
安
否
確
認
の
対
応
に
追
わ
れ
る
な
ど
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
力
を
背
景
と
し
た
一
方
的
な
現
状
変
更
へ

の
試
み
は
、
明
白
な
国
際
法
違
反
で
あ
り
、
国
際
秩
序
の

根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
、
断
じ
て
看
過
で
き
な
い
。

権
力
者
の
暴
挙
に
よ
っ
て
、
多
く
の
方
の
命
が
奪
わ
れ

る
事
態
は
、
い
ず
れ
の
国
、
地
域
に
あ
っ
て
も
断
じ
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
川
場
村
議
会
は
厳
重

に
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
現
地
在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
毅

然
た
る
態
度
で
ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
措
置
の
徹
底
及
び

強
化
を
図
り
、
無
条
件
で
の
ロ
シ
ア
軍
の
完
全
撤
退
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　

令
和
４
年
３
月
11
日�

川
場
村
議
会　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

群馬県町村議会議長会定期総会

本村議会から 5 名の議員が表彰された

定期総会では、全国町村議会議長
会の町村議会表彰及び自治功労者表
彰の報告、並びに群馬県町村議会議
長会表彰及び群馬県知事感謝状の贈
呈報告が行われました。
本村議会からは、全国町村議会議
長会の自治功労者表彰において議
会議員１５年以上在職者で表彰され
ました黒田まり子議員、群馬県町村

議会議長会の一般表彰において議会議員１０年以上在職者で角田宣治議員、小菅秋雄議員、飯塚貞次議員、
丸山敏雄議員が表彰されました。また、令和４年度予算並びに事業計画がそれぞれ承認されました。

令和４年２月１７日（木）　場所：ウェブミーティングによるオンライン開催

議員の定数及び報酬調査特別委員会を設置しました

３
月
８
日
、（
株
）
地
方
議
会
総

合
研
究
所
の
講
師
、
広
瀬
和
彦
氏
を

招
い
て
本
村
に
適
正
な
議
員
の
定
数

及
び
報
酬
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を
行

い
ま
し
た
。

議会の動き

2月　� 　

� ６日� 世田谷区・川場村 縁組協定４０周年区民

� � 健康村関係者の集い

� ７日� 全員協議会・臨時会

���８日・９日　産業振興常任委員会視察研修（中止）

�１０日� 利根郡町村議会議長会定例会

� � 利根沼田広域市町村圏振興整備組合定例議員協議会

� � 利根沼田学校組合議会議員協議会

�１４日� 利根沼田地域県政懇談会（中止）

�１７日� 新庁舎地鎮祭

� � 群馬県町村議会議長会定期総会（オンライン開催）

�１８日� 議会運営委員会

�２１日� 利根沼田広域市町村圏振興整備組合議会定例会

� � 利根沼田学校組合議会定例会

� � 沼田市外２箇村清掃施設組合議会定例会

�２２日� 川場村上下水道運営協議会

� � 川場村介護保険運営協議会

� � 川場村国民健康保険運営協議会

�２５日� 利根沼田地域林業成長産業化推進協議会シンポジウム

3月　� 　

� １日� 全員協議会

� ２日� 第２回川場村ふれあい学習推進協議会（中止）

� ３日� 第２回議会定例会（初日）

� ５日� 村民文化講演会

� ６日� 武尊大橋渡初め式

� ７日� 予算審査特別委員会

� � 議会運営委員会

�１０日� 川場村社会福祉協議会第４回理事会

�１１日� 第２回議会定例会（最終日）

� � 議会広報特別委員会

� � 川場中学校卒業式

�１６日� 川場村土地開発公社理事会

�１８日� ぬまた聖苑焼骨焼灰供養

�２４日� 川場小学校卒業式

�２８日� かわば森のこども園卒園式

4月　� 　

� １日� かわば森の子ども園入学式

� � 教職員辞令交付式

� ７日� 川場小学校入学式

� � 川場中学校入学式

� ８日� 川場村婦人会総会

� ９日� 神奈川県大磯町との地域活性化に向けた

� � 包括的連携協定の締結式

�１２日� 議会運営委員会

�１３日� 川場村建設業協会令和４年度通常総会

�１５日� 議会臨時会

� � 議会の定数及び報酬調査特別委員会

�１８日� 利根沼田国民健康保険運営協議会決算監査

� � 利根地方開発協会理事会

� � 定例利根郡議長会

� � 利根沼田広域市町村圏振興整備組合定例

� � 議員協議会

� � 利根郡町村議会議長会決算監査

� � 議会広報特別委員会

�２７日� 雨乞山山開き式�

�２８日� 第1回川場村ふれあい学習推進協議会

２月７日 	 １． 川場村役場新庁舎建設工事 工事請負契約について
	 ２． 新拠点整備事業に伴う不動産の取得について
	 ３． 令和３年度川場村一般会計補正予算（第６号）について
	 ４． 令和３年度川場村一般会計補正予算（第７号）について
	 ５． 新型コロナウイルスワクチン３回目接種について

３月１日 	 １． 令和４年度川場村一般会計予算（案）について
	 ２． 利根沼田ブロック一般廃棄物処理広域化について
	 ３． 新拠点整備事業（交流ホール、むらの図書館）について
	 ４． 小中一貫校整備計画について

令和４年２月７日（月）及び３月１日（火）に全員協議会を
開催し、村長・副村長・教育長及び担当課長ら次のとおり
事前に説明を受け、本会議ではこれらについて慎重に審議
いたしました。

川場村議会
全員協議会
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川
場
村
の
駐
在
さ
ん

12

沼
田
警
察
署
　
川
場
駐
在
所

さ
ん

お
お
い
で

ま
さ
し

大
出
雅
史

　

こ
ん
に
ち
は
、
沼
田
警
察
署
川
場
駐
在
所
の
大
出
雅
史
で

す
。
私
は
昨
年
の
春
か
ら
川
場
駐
在
所
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
沼
田
警
察
署
で
勤
務
す
る
の
は
今
回
が
２
回
目
で
、
前

回
は
平
成
28
年
に
１
年
間
だ
け
本
署
の
交
通
課
で
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
川
場
駐
在
所
に
は
私
の
前
任
者
で
あ
る
布

施
川
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
布
施
川
さ
ん
は
駐
在
所
勤

務
一
筋
で
あ
り
、
群
馬
県
警
で
は
も
は
や
伝
説
の
様
な
人
で

「
布
施
川
さ
ん
が
い
る
川
場
村
は
き
っ
と
い
い
と
こ
ろ
に
違
い

な
い
」
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
実
際
に
川
場
駐
在
所

で
勤
務
を
し
て
み
て
、
住
民
の
方
の
温
か
さ
や
四
季
の
美
し

さ
、
事
件
事
故
が
少
な
く
て
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
だ
と
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

駐
在
所
で
の
勤
務
と
い
う
の
は
警
察
官
の
仕
事
の
中
で
一

番
住
民
の
人
々
と
密
接
に
関
わ
る
仕
事
で
す
。
私
が
警
察
官

に
な
っ
た
と
き
に
、
や
り
た
い
仕
事
で
ま
ず
思
い
つ
い
た
の

が
駐
在
所
勤
務
で
し
た
。
私
は
館
林
市
の
出
身
で
す
が
、
幼

稚
園
に
入
学
す
る
前
に
松
井
田
町
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
は
、
私
の
父
も
同
じ
く
警
察
官
で
、
当
時
、
父
は
松

井
田
警
察
署
の
駐
在
所
で
勤
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は

ま
だ
幼
か
っ
た
の
で
断
片
的
な
記
憶
し
か
残
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
父
は
地
域
住
民
の
方
に
よ
く
し
て
も
ら
い
、
中
で
も

駐
在
所
の
隣
に
す
ん
で
い
た
お
ば
あ
さ
ん
に
大
変
よ
く
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
お

ば
あ
さ
ん
は
幼
少
期
の
私
に
と
っ
て
実
の
祖
母
の
様
な
存
在

で
し
た
。
父
が
駐
在
所
か
ら
異
動
し
た
後
も
一
緒
に
旅
行
に

行
っ
た
り
と
付
き
合
い
は
続
き
、
そ
の
時
か
ら
私
は
警
察
官

と
い
う
仕
事
、
中
で
も
駐
在
所
勤
務
と
い
う
仕
事
を
将
来
や

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
縁
あ
っ
て
昨

年
か
ら
こ
の
川
場
駐
在
所
で
勤
務
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
地

域
の
人
々
に
慕
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
駐
在
さ
ん
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
学
校
の
卒
入
学

や
会
社
や
企
業
の
入
退
社
な
ど
に
よ

り
、
生
活
が
一
変
し
た
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。「
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
精
一
杯

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
、
５
月

の
爽
や
か
な
風
を
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば

り
な
が
ら
気
持
ち
よ
く
泳
い
で
い
る

鯉
の
ぼ
り
を
見
て
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
田
畑
に
エ
ン
ジ
ン
音
が
鳴

り
響
き
、
農
作
業
も
本
格
化
す
る
と

と
も
に
、
川
場
の
山
々
も
日
を
追
う

ご
と
に
緑
の
濃
さ
を
増
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
た
わ

わ
に
実
る
豊
か
な
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
こ
と
を
念
じ
て
や
み
ま

せ
ん
。

こ
こ
に
、
川
場
村
議
会
広
報
（
通

巻
第
67
号
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

ご
一
読
い
た
だ
き
、
議
会
の
活
動
等

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

�

（
編
集
委
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